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国内の原子力産業において、有効なデジタル技術の導入を進めていくために、「Society5.0 の実現に向けた

原子力デジタル産業基盤の構想」事業において、デジタル技術導入の便益や課題の検討等を実施した。 
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1. 緒言 

国内の原子力産業において、顕在化しつつある産業全体の課題への対処手段として、あるいは既存原子力

施設を持続的に活用していくための手段として、デジタル技術の導入は有効なひとつのオプションである。

現状、国内一般産業や海外原子力産業と比較すると、国内原子力発電所に積極的にデジタル技術が導入され

ているとはいえない。持続可能な原子力産業基盤の実現に向けて、「Society5.0 の実現に向けた原子力デジタ

ル産業基盤の構想」事業において、原子力産業におけるデジタル技術導入の便益や課題の検討等を実施した。

この事業の概要として、実施内容・検討方法等を報告する。 

2. Society5.0の実現に向けた原子力デジタル産業基盤の構想について 

「Society5.0の実現に向けた原子力デジタル産業基盤の構想」事業において、国内外の調査や「原子力デジ

タル産業基盤構想に係る検討会合」の議論を通じて、フィジカル空間とサイバー空間の高度に融合した社会

における、原子力発電所のデジタル技術利活用に係る未来像（案）、技術的な課題や非技術的な課題の整理、

原子力産業全体の協調領域として特に対処すべき課題の特定、対処方針（案）について取りまとめた。 

原子力発電所のデジタル技術利活用に係る未来像（案）に関しては、国内他産業において進められている

デジタル技術導入のアクションプラン、デジタルトランスフォーメーションに係るガイドラインや、国外の

原子力産業において取りまとめられている、原子力発電所におけるデジタル技術導入のインパクト整理等の

情報を踏まえて論点を整理するとともに、検討会合における有識者との意見交換も通じて、原子力発電所に

おけるフィジカル空間とサイバー空間の高度融合のイメージ（Concept）を取りまとめた。さらに、原子力発

電所のデジタル技術利活用による便益として、経済性の向上、安全性の向上、パブリックアクセプタンスや

持続的人材確保等の事業基盤の維持強化が整理された。 
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